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クメール語の名詞修飾節 
上田広美（東京外国語大学大学院） 

 

０．はじめに 

・クメール語：孤立語、基本語順［主語＋述語＋補語］（すべての項が現れるわけではない）、

修飾語は後置、付属語は前置 

 

１．「名詞修飾表現プロジェクトのこれからの研究方針について」（2017 年 6 月 19 日）から 

・どのような要素が名詞を修飾できるのか 

・要素が名詞を修飾するにはどのような形式でなければならないのか 

・修飾要素はなぜそのような形式でなければならないのか 

原則として、[名詞的要素、所有表現、動詞的要素、量化表現、指示表現]（上田・岡田 2006） 

(1) [kòo [ɲii kɲom kmav thom muoj kbaal]]1 

牛 雌 私 黒い 大きい １ 頭 

＜１頭の黒い大きな私の雌牛＞ 

(2) [kòo [ɲii muoj kbaal rɔ̀ɔbɔh kɲom dael kmav thom]] 

牛 雌 １ 頭 の物 私  黒い 大きい 

 

１．１ いわゆる連体修飾節・関係節 

(a)述語の形式 → （独立）文として使われる断定・終止形と同じ。 

(b)いわゆる分詞と呼ばれている形式  

(c)「外の関係」の範囲 ⇒ ２ 

(d)制限的・非制限的修飾の区別、外の関係を表す修飾構造も可能か ⇒ ５ 

(e)連体修飾節・関係節・準体言の名詞句用法 → /kaa/＜こと＞、φ 

(3) φ[daә lèeŋ lә̀әk nih] 

  歩く 遊ぶ 回 これ ＜今回の旅行＞ （LSK） 

(4) φ[dael kèe prɔ̀ɔm  riәp kaa  nih] 

 彼 同意する 結婚する これ 

＜彼がこの結婚に同意したのは（親孝行のためだった）＞ (JSR) 

                                                  
1
 例文の表記は音韻表記で坂本（1988）に従う。例文中の名詞修飾標識を斜体で示す。先行研究から引用した例につい

ても、例文番号、表記、訳はあらたに付した。必要に応じ文脈を和訳中の（ ）に補った。例文の出典は略号で示し、

記載のない例はインフォーマントから直接得たものである。資料は以下の通り。CKK : Sym, Chanya (200? 出版年記載な

し) Chak kamplaeng kannha sobha , JSR : Lyk, Rari (1967) Jati Sri , KLP : Nok, Them (1960) Kulap Pailin , LSK : Hen, Dari 
(2012) Lok sri kun , PRK:Van, Sovathana 2018 Phdah rapas knhom, PSP : Nu, Hac (1960) Phka Srabon（『萎れた花・心の花輪』

2015 大同生命国際文化基金） , RPH : Pal, Vannarirak (1988) Ronoc phot haei（『カンボジア花のゆくえ』2003 段々社） , 
TCC : Pau, Yulen and Oum, Chun (1956) Taukae Citt Cao , STQ5 : PDH (2016) Sarser tam qan ning taeng seckdi 5 , DAP: 
dap-news.com , DER: der.sabay.com.kh , FRS: freshnewsasia.com , MOE: moe.gov.kh , RFA : rfa.org/khmer , SBY :sabay.com.kh 
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(5) [kaa [dael kaʔseʔkɔɔ cɔmnaaj daәm tòn pii lèәn riәl...]] 

 こと  農民  費やす 資本 2 100 万 リエル 

＜農民が（１ヘクタールの田を作るために）200 万リエルを費やしたこと＞ （DAP） 

１．２形容詞  

(a)修飾用法  

(6) [ptɛ̀´h tooc] 

家 小さい ＜小さい家＞ 

(b)名詞句用法、名詞句用法が示されるマーカー → 名詞の代用/ʔaa/＜の＞ 

(7) [ʔaa tooc] 

の 小さい ＜小さいの＞ 

(c)述語用法 

(8) laan kɲom kmav 

車 私 黒い ＜私の車は黒い＞ 

cf. (9) laan kɲom (mèәn) pɔә kmav 

車 私 ある 色 黒い ＜私の車は黒い＞ 

cf. (10) cruuk claat 

豚 賢い ＜賢い豚 / 豚は賢い＞ （Haiman 2011:314） 

１．３ 名詞 

(a)修飾用法  

(11) [ptɛ̀´h chә̀´] 

家 木 ＜木造住宅＞ 

(12) [soot kmae  [pɔә mèәh]] 

 絹 カンボジア 色 金 ＜金色のカンボジアの絹＞ (RFA) 

(c)述語用法  

(13) nih (cèә) [ptɛ̀әh kɲom] 

これ である 家 私 ＜これは私の家です＞ 

１．４ いわゆる所有形 

(a)修飾用法 → /rɔ̀ɔbɔh/＜（の）物＞ 

(14) [ptɛ̀´h (rɔ̀ɔbɔh) kɲom] 

家 の 私 ＜私の家＞ 

(b)名詞句用法  

(15) rɔ̀ɔbɔh kɲom kɯɯ nih 

の 私 即ち これ ＜私のは、これです＞ 

(c)述語用法 

(16) nih rɔ̀ɔbɔh kɲom 

これ の 私 ＜これは、私のです＞ 
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１．５ 以上の要素以外のものによる修飾（指示詞、数詞、助数詞、類別詞） 

(a)修飾用法 

(17) [ptɛ̀´h nuh] 

 家 それ ＜その家＞ (KLP) 

(18) [ptɛ̀´h [muoj knɔɔŋ nih]] 

 家 1 軒 これ ＜この一軒の家＞ 

(b)名詞句用法  

(19) jɔ̀ɔk nih 

とる これ ＜これをください＞ 

cf.(20) jɔ̀ɔk pii (kbaal) 

とる 2 冊 ＜私に２つ / ２冊ください＞ 

(c)述語用法  

(21) rɔ̀ɔbɔh kɲom kɯɯ nih 

の物 私 即ち これ ＜私のは、これです＞ 

cf. (22) (ʔaa) muoj kmav 

の １ 黒い ＜黒いの＞ （「あなたの車はどれ？」の返答） 

１．６ 「分詞」というカテゴリー  

 

２．名詞修飾節 

２．１ 内の関係 /dael/ 

・述語に対して主語、直接目的語 

(23) [nɛ̀әk [dael trɔɔlɔp mɔ̀ɔk pii ʔaasraj bɔɔbɔɔ saamcook...]] 

  人  帰る 来る から 食べる 粥 (名) 

＜（市場で）夜食に豚のモツ入り粥を食べた人たち（を自宅まで届けるのだ）＞ (PSP) 

(24) [ceek [dael mae tèɲ pii psaa]] 

 バナナ  母 買う から 市場 

＜私が市場から買ってきたバナナ（を持っておいで）＞ (RPH) 

・名詞を修飾？ ⇒ /daoj/ 

(25) [mɯt mɯt [dael baan ʔaoj [bac pkaa dɔɔ srɔh sʔaat nih]  dɔl kɲom]] 

  友人  得る 与える 束 花  美しい   これ 至る 私 

＜私に美しい花束をくださった友達のみなさん（ありがとう）＞ (CKK) 

・その他 

(26) [peeŋpɔh [dael kèe ɲɔәt sac cruuk ruoc srac]]  muoj prɔɔʔɔp 

 トマト  人 詰める 肉 豚 終わる 終わる 1   箱 

＜豚肉を詰めてあるトマトを１箱（買った）＞ （LSK） 
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(27) mèәn [lòj [tèɲ ptɛ̀әh nә̀v kluon ʔaeŋ] 

 ある 金 買う 家 いる 身体 自分 

＜家を自分で買う金があれば、（貸家には住まない）＞ （SBY） 

・複数の解釈 

(28) [kmuoj [dael kɲom pɲaә ʔaav pii tŋaj mòn]]  

 甥姪  私 送る 服 から 日 先 

＜先日私が服を送った姪＞ ⇒ /kɲom/がない場合＜先日服を送った姪＞の解釈も可 

(29) kmèәn [ʔәj [sɔɔsee]] 

 ない 何 書く ＜書くもの（紙、ペン）/こと（話）がない＞ 

 

２．２． 外の関係 

・主に、時間、内容 

(30) [kaal [dael cuop knèә nә̀v kraom daәm svaaj]] 

 時  会う 互いに で 下 木 マンゴー 

＜マンゴーの木の下で会った時＞ (PSP) 

(31) [sɔmleeŋ [kɔ̀h tvèә bɔntòp kɲom] lɔәn laәŋ 

 音 叩く ドア 部屋 私 響く 上がる 

＜私の部屋のドアを叩く音が響いた＞ (LSK) 

 

・相対的 

(32) [proh kɔmlɔh dɔmbooŋ [dael tv $́́  ʔaoj nè´ŋ mè´n c´t kɔmnɯt...]] 

 青年  初  (使役) 彼女 ある 心 考え 

＜彼女に（以前とは異なる）考え方をもたせた 初の青年だった＞ (KLP) 

(33) mòn [nμŋ tè¯] lòok paa baan s $́́ p suo kèe ʔaeŋ dae 

 前 (将来) 買う 父 得る 尋ねる 人々 (文末) 

＜（この家を）買う前に、父はちゃんと調べた＞ (STY) 

(34) kraoj [pii pèel puok k¯om piʔsaa ʔaahaa ruoc] 

 後 から 時 仲間 私 食べる 食事 終わる 

＜（コメディは）お食事の後です＞ (CKK) 

・文脈に依存 

(35) [kok kròoŋ [dael mɯt phɛ̀әk cɔmnam hav kɲom nә̀v saalaa]] 

 鶴  友人  いつも～する 呼ぶ 私 で 学校 

＜友人たちが学校で私をそう呼ぶ鶴（のように見えた）＞ (LSK) 

(36) [ruup naa [dael kɲom thɔɔt  sʔaat sʔaat]] 

 写真 どれ  私 撮影する 美しい 

＜私がきれいにうつっている写真（を飾ろうとしない）＞ (LSK) 
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(37) [staaj sɔk [dael tә̀әp tae ceɲ pii haaŋ tmәj tmәj]] 

 型 髪  ばかり 出る から 店 新しい 

＜美容院から出てきたばかりの髪型（がもったいない）＞ (LSK) 

(38) [tŋaj [dael kèe ròmlɯk  pii seeckdәj srɔɔlaɲ...]] 

 日  彼 思い出す ついて 愛情 

＜愛情について思い出す日（にすぎない）＞ (LSK) 

(39) [ruupphèәp dɔɔ srɔh sʔaat tɛ̀әŋ dɔp sɔnlәk [dael 

 写真   新鮮な 美しい 全 10 枚 

 nɛ̀әk nɯŋ lɔ̀ŋ snae nèj sɔmrɔh prɔɔtèeh kampuʔcèә]] 

 あなた (将来) 溺れる 魅力 の 美 国 カンボジア 

＜あなたがカンボジアの魅力のとりこになる 10 枚の写真＞ (DER) 

 

３ その他の標識（thaa/cèә） 

３．１ 引用/thaa/＜ト（イウ）＞ 

・名詞補文の境界線（堀江、ハイ 2016） 

内容補充、相対補充の概念を援用して、名詞補文の２種類のマーカーの機能領域を解明。 

⇒/thaa/ 内容補充のみ（伝聞として伝達） 主名詞は発話性、思考性 

 /dael/ 内容補充（事実として認識）、相対補充 主名詞はコト、知覚性、相対性 

(40) krɔɔsuoŋ soʔkhaaphiʔbaal paʔdeʔsaet [pèәk cɔɔcaam-ʔaaraam thaa [kluon...]] 

省 保健  否定する 噂    自身 

＜厚生省は（病院の認可を取り消したい）という噂を否定した＞ （堀江、ハイ 2016） 

(41) [pèәk cɔɔcaam-ʔaaraam dael/thaa* [krɔɔsuoŋ...]] 

言葉 噂    省 

＜（厚生省が病院の認可を取り消したい）噂＞ （堀江、ハイ 2016） 

 他者の発言の引用ではなく、話者自身の得た情報を基に噂の内容を再構築した場合 

(42) [dɔmnәŋ dael / thaa [...]] 

 知らせ ＜裁判所が...ことを決定した/という）知らせ＞ （堀江、ハイ 2016） 

 

・スペース/ポーズの位置：/dael/は前、/thaa/は後。 

・事実 

(43) caek ròmlɛ̀ɛk [bɔt pisaot rɔ̀ɔbɔh kluon thaa [...]]  

分け合う 経験  の 自身 ＜～という経験を語った＞ (SBY) 

(44) cèә [saɲɲaa thaa [rɔ̀ɔk cmɔ̀h tii tii khә̀әɲ haәj]] 

 として 印  探す 名前 (名) 見える (完了) 

＜名簿に名前を見つけたという印として（先生は微笑んだ）＞ (LSK) 
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・標識がない場合 

(45) [dɔmnәŋ cannaa [klaaj cèә phɛ̀әʔriʔjèә saʔmaʔmәt ruom   ʔɔŋkɛ̀әʔphèәp]] 

 知らせ (名) なる に 妻  同志  共有する 所属 

＜彼女が僕の部隊に所属する人の妻になったと知って（君との距離は近付いた）＞ (RPH) 

(46) pii  [rɯәŋ [kɲom puukae]] 

 について 話 私 優秀な 

＜（母は）私が優秀だという話を（自慢した）＞ (LSK) 

・２つの標識が出現する場合 

(47) paʔdeʔsaet [pɔәdɔɔmèәn [dael thaa kluon...]] 

否定する 情報   自身 

＜（自らが国連の北朝鮮制裁決議を破った）という情報を否定した＞ （RFA） 

(48) [rɔәl pèәk cɔɔcaam-ʔaaraam rɯɯ ʔaekaʔsaa  rɯɯ liʔkhәt 

毎 言葉 噂  か 文書  か 書類 

tɛ̀әŋ laaj [dael thaa kɲom som lèә lɛ̀ɛŋ rɯɯ som chòp...]] 

全て  私 乞う 去る か 乞う 辞める 

＜私が（選管を）辞任したという噂、文書、書類は（全て否定する）＞ (FRS) 

・出現環境の違い：N thaa は特定の述語と共起/φ＜～と発話すること＞⇔(4) 

(49) lɯɯ [dɔmnәŋ thaa [...]]  

聞く 知らせ ＜～と聞いた＞ 

(50) mèәn [kɔmnɯt/kdәj srɔɔmәj/kaa baarɔm thaa [...]]  

ある 考え/夢/心配 ＜～という考え/夢/心配がある＞ （堀江、ハイ 2016） 

(51) thaa dooc nih kɔɔ baan 

言う 同じ これ も 得る ＜そう言うこともできる＞ (TCC) 

３．２ /cèә/ φ は不可 

(52) [phèәp [cèә koon srәj tòol nә̀v knoŋ kruosaa] rɔ̀ɔbɔh kɲom] 

 状態   子  女 単独 に 中 家族 の 私 

＜家族の中でひとりっこである状態＞ (LSK) 

(53) koon krɔɔpә̀ә trәj [dael cèә prɔɔpèet cɯt phot  puuc bɔmphot]] 

 子 ワニ    種類   近い 絶える 種 も 

＜近く絶滅する種であるワニの子＞ (MOE) 

 

４ 空所と補充 

４．１ 代名詞 

・主名詞句を指示する代名詞：クメール語には制限（直接目的語）あり（Yaowapat 2005） 

(54)* [ckae [dael kɲom srɔɔlaɲ vèә]] baan slap 

犬  私 愛する  得る 死ぬ （Yaowapat 2005） 
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(55) [ckae [dael kɲom srɔɔlaɲ vèә juu mɔ̀ɔk haәj nuh]] 

犬  私 愛する  永い 来る  それ 

＜私が長いことかわいがっていた犬が（昨日死んだ）＞ 

(56) [ʔaaɲii [dael kɲom ʔɔt cɔɔŋ vèә tèe]] 

(名)  私 (否定) 縛る  (文末) 

＜私がつないでおかなかったアニー＞ （Haiman 2011:315） 

４．２ 主名詞句、指示詞 

・同じ名詞＋指示詞 

(57) trәv bɔŋhaaɲ ban muoj sɔnlәk tә̀v kèe [dael ban nuh 

義務 示す 券 １ 枚 行く 彼ら  券 それ 

bɔɲcɛ̀әk  thaa jә̀әŋ cèә  bokkɛ̀әʔlèk rɔ̀ɔbɔh mɔ̀ntii naa muoj] 

明らかにする  我々 である 職員  部局  どれ １ 

＜券を見せる必要があり、その券は我々が公務員であることを示していた＞ （PRK） 

(58) mèәn tòmnɔәh pèәk sɔmdәj muoj kaәt laәŋ rɔ̀ɔvèәŋ ʔaaciivɛ̀әʔkɔɔ 

 ある 諍い 言葉  1 生じる 間 商人 

 cèә muoj nɛ̀әk viʔniʔjòok psaa [dael nɛ̀әk srәj sɔŋsaj thaa 

と 人 投資する 市場  彼女 疑う 

 plә̀әŋ cheh nih prɔɔhael cèә pdaәm ceɲ pii tòmnɔәh nuh] 

火 燃える これ 多分  始まる 出る から 諍い それ 

＜テナントと投資家で口論になり、その口論から火事がおきたと疑っている＞ （RFA） 

・言い換え 

(59) taeŋ cuop còm knèә nә̀v jɔɔ  khaaŋ mòk ptɛ̀әh 

いつも 集まる 互いに で ベランダ 側 前 家 

 [dael nә̀v tii nuh mèәn krɛ̀ɛ kavʔәj ʔɔnrɯŋ 

 で 場所 それ ある 縁台 椅子 ハンモック 

nɯŋ tòoŋ sɔmrap ʔɔŋkòj lèeŋ rɯɯ mә̀әl mèe riәn] 

と ブランコ ための 座る 遊ぶ か 見る 本 

＜いつも家の前のベランダで集まり、そこには座ったり勉強するための椅子やハンモック

やブランコがあった＞ （LSK） 

(60) cɔmnaek mɔ̀ɔnuh mnèә tɛ̀әŋ laaj [dael nɛ̀әk klah kɔmpòŋ tvә̀ә dɔmnaә] 

部分 人間 全て   人    (進行) する 移動 

＜一方、移動中だった人もいる人間の方は、＞ （STQ5） 

 

５ dael の出現 

・原則から語順を入れ替える場合 →(1)(2) 
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・複合語 ⇒ 名詞句（上田・岡田 2006） 

(61) maasiin baoh sɔmʔaat 

機械 掃除する ＜掃除機＞ ⇒/dael/＜きれいに掃除した機械＞ 

(62) sәh puukae 

学生 上手な ＜優秀学生＞ (SBY) ⇒/dael/＜～が上手な学生＞ 

 

・不定詞は φ が多い 

(63) [ʔaa khao naa [cә̀әŋ vɛ̀ɛŋ bɔntәc]] 

 の ズボン どれ 裾 長い 少し 

＜もう少し裾の長いズボン（にしなさい）＞ (LSK) 

 

・名詞と離れる場合（Haiman 2011:313） ⇒複数の修飾句 

(64) [khao-ʔaav sɔɔ sɔɔ kat taam niʔjòm ʔәәròp [dael 

洋服  白い 仕立てる 従う 好み 西欧 

mèәn prɔɔlak pèәh-pèɲ]] 

ある 汚れる 一面 

＜洋装の白の上下は薄汚れ（悩みを抱えていることを物語っていた）＞(PSP) 

(65) pèel kɲom daә tә̀v [ptɛ̀әh mdaaj miiŋ kɲom 

 時 私 歩く 行く 家 叔母  私 

 [dael nә̀v cuo khaaŋ kraoj pɛ̀әth kɲom]] 

  いる 列 側 後ろ 家 私 

 kɲom daә kat ptɛ̀әh [ʔom mak candaa [dael cèә 

 私 歩く 切る 家 伯母 (名)  である 

 nɛ̀әk kɔmpòŋ caam] [dael nә̀v kraoj ptɛ̀әh kɲom]] 

 人 (名)   いる 後ろ 家 私 

＜私が叔母の家に行く時、叔母の家は私の家の裏手にあっただが、私はチャンダさんの家

を横切り、彼女はコンポン・チャムの人で、私の家の裏手にいた＞ （PRK） 

 

・主名詞句が現れない場合 

(66) mɯn mɛ̀ɛn tae srәv tèe [φ[dael ...]] 

(否定)  だけ 稲 (文末) 

＜（価格が急落しているのは）稲だけではない＞ （DAP） 

(67) prɔɔkaa nih haәj [φ[dael ...]] 

項目 これ (完了) 

＜まさにこのことこそが、（彼らに損害を与えているのだ＞ （DAP） 
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(68) dooc [φ[dael jә̀әŋ kmeeŋ nɔәm knèә cruol crә̀әm nuh]] 

 同じ  我々 子ども 連れる 互いに 騒ぐ  それ 

＜我々若者が大騒ぎするような（大事なことは何もない）＞ (LSK) 

(69) taam [φ[dael niʔjèәj knoŋ dɔmbɔn pseeŋ pseeŋ]] 

 沿う   話す 中 地方 さまざま 

＜各地域で話されているように＞ （Haiman 2011:314） 

 

・主名詞句が固有名詞の場合 

(70) [dael [cap baәk pii maoŋ dɔp muoj tŋaj trɔŋ dɔl maoŋ dɔp jòp]] 

   始める 開ける から 時 11  正午   まで 時 10 夜 

＜（L 店はランチとディナーを提供しており）11 時から 10 時まで営業中＞ (DER) 

(71) [nèәŋ viʔthèәvii [dael kèe baan dɔh ʔaav ceɲ tòk 

 (名)   彼ら 得る はずす 上着 出る おく 

 ʔaoj nә̀v knɔɔŋ tɔ̀ɔtèe daәmbәj tɔ̀ɔtuol tɯk mɔ̀n]] 

 (使役) いる 背中 空の ために 受ける 水 呪文 

＜ヴィティアヴィーは、その聖なる水にかかるために、上に着ていたものを脱がされ背中

を出したままでいたので、（ほんの少しでも風が吹くとがたがた震えた）＞ (PSP) 

 

６ おわりに 

/dael/：その節が主名詞を修飾することを明示する 
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